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限であり(AT VII, 47, 19-20 ; AT VIII-1, 13, 21-22)、広大無辺であり(AT VIII-1, 11, 25-29)、そして何より、
神は「理解することはできないが、ある仕方で思考によって触れることができる、すべての完全性を持つ」










第一にアルビブは、無限性 l’infinité と無限なもの l’infini を厳密に区別しないで分析を始めている。前
者は神から無限という一つの属性を引き出した抽象的な観念で、後者は実際に無限なものである特定の存在
者を指す。無限性は観念のレベルに留まるからこそ、我々の精神が単に制限に気づいていないという消極的












puissanceである。アルビブはこれに独立 indépendanceと不可解性 incompréhensibilitéも加えるが(pp. 
32-36)、これらはむしろ、創造という作業から我々の精神が引き出すことのできる帰結（あるいは完全には
帰結できないからこその不可解性）であって、創造のために不可欠なものではない。創造に必要なのは力
puissanceであって、その力とは何かと言おうとしても、我々の知性の範囲を超える(AT I, 150, 18-19)から
こそ、不可解な力(146, 4-5 ; 150, 22)としか言えない。このような、あらゆる事を為せる力 la toute-puissance
を持つために、神は我々が理解できるすべてのことを為すことができる(« Dieu peut faire tout ce que nous 
pouvons comprendre », 146, 6-7、強調筆者)が、その力は我々の想像力を超える（146, 9-10）ので理解で






性と無時間性を根拠にしている(AT XI, 43, 11-14 ; 44, 23-45, 2)。一方、『世界論』の内容を大まかに述べた






おいて」完全性へと導くと答えている(AT I, 154, 5-6)。神と世界の関係は無限性においてではなく、完全性
において対応しているのである。 



























カルトが述べるように、無限の積極的な本性を「否定の否定によって」(AT III, 427, 15)肯定的に表すため、
かつ一般により受け入れられやすくするため、「非常に大きな」という表現を使ったこと、二つめは、存在
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脈で言うなら、人間の精神作用の枠を超える superfluoものである。そのような過剰なものをも含む認識か
ら、限定可能なものだけを抽出して樹立された一連の知識の体系こそが「人間の英知 humana sapientia」























無辺性」(AT VII, 435, 22-24)であるばかりか、因果律の極致である自己原因が依って立つ論拠あるいは原因
(causa sive ratio[165, 2])も、神の「本性の広大無辺性」(165, 2)；「それより積極的なものは何もあり得な













で思考上での区別 distinctio rationis31である。 
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自身を含めたすべての存在の根拠である神を軸として考えるとき、それを形容する「永遠、無限、全知、
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